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秋晴れの10月 5目、市民に障害者問題の理解を深めてもらおうと、心身障害者とボランティ ア グル
ープの皆さん約400人による「障害者大行進」が、上田市や上田市社会福祉協議会などの主催によ り行
われました。 この行進は、上田市が国の障害者福祉都市の指定を受けた昨年に続き行われたも ので、

当日は午後 1時30分、上田駅前広場をスタート、松尾町から海野町まで行進しました。

(写真は、行進が終り、海野町の日曜広場に集合時のスナ ップ)

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す

市民と市長の日

「市民と市長の日」を11月1日lU午

前 9時から正午まで、市役所 3F皆市長

室で行います。お気縫におでかけくだ

さし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」を11月1日(け午前

8時30分か ら正午まで、市役所2階段
業委員会事務局で行し、ます jj公粍に

おでかけください。
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9月定例市議会
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公
平
委
員
に

国
苧
ゐ
宵
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衛生・教育など重点に補正
H
M
己
ー
ミ
・

』し

9月定例市議会は、9月9日から29日まで、

21日間の会期で聞かれました。今回の市議会

では、 「上田市営住宅等に関する条例の一部

改正案」、 「昭和55年度上田市一般会計補正

予算案」、「公平委員の任命な どの人事案件」

など27議案が審議され、全議案が可決、承認

されました。

9月議会で決まった55年度予算

補 正 予 算 客員

ー般会計 12憶3208万3千円

特別会計 2億3920万8千円

予 算 *~ 宮買

一般会計 174憶6139万1千円

特別会計 55億0271万9千円

九
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
い貝
に

湾
路
和
γ

ず
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
υ

こ
苦
労
さ
ま
で
-
。

一
般
会
計

補
正
予
算
の
主
な
内
容

'v総
務
費

市
内
三
有
線
相
互
接
続
の
た
め
の

川

西
良
卓
波
送
農
業
協
同
組
合
に
対
す
る

百
十
一
万
円
の
補
助
金
は
、
す
で
に
相

互
接
続
が
行
わ
れ
て
い
る
上
回

・
塩
田

聞
に
続
き
、

川
西
地
区
も
加
、
え
て
市
民

の
通
話
の
利
便
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
銀
行
資
金
と
併
せ
一
千
五
百

万
円
の
融
資
枠
を
設
定
し
た
上
田
市
民

生
活
資
金
貸
付
の
制
度
は
、
年
収
一
白
41

十
万
円
か
ら
三
百
万
円
桜
度
の
中
間
的

所
得
階
層
の
皆
さ
ん
に
、
三
十
万
円
を

Z ど 投
σ3λ 
遊槽1
{木
施調
設主主
を槽1
改
造汚
しで
てい
使泌
用紙i
す槽1
るる

小島地籍に新築中の上田南部消防署(仮称・完成予

想図)

限
度
と
し
て
生
活
資
金
(
事
業
、
旅
行
、

遊
興
貨
な
ど
を
除
く
)
を
貸
し
付
け
る

と
い
う
も
の
で
、
取
扱
金
融
機
関
を
窓

口
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
上
田
高
校
施
設
笠
備
事

業
、
及
び
信
大
繊
維
学
部
同
窓
会
館
建

設
事
業
に
対
し
て
の
補
助
金
、
踏
入
ほ

か
百
瓦
十
一
自
治
会
に
対
す
る
防
犯
灯

電
気
料
、
十
月
二
十
六
日
予
定
さ
れ
て

い
る
長
野
県
知
事
選
挙
の
経
費
な
ど
、

総
務
費
は
二
億
七
百
八
十
万
七
千
円
。

V
民
生
費

同
和
対
策
挙
業
と
し
て
、

川
西
地
区

な
ど
の
危
険
防
止
事
業
を
県
単
で
、
ま

た
東
前
山
地
区
の
水
路
新
設
な
ど
を
市

単
事
業
で
実
施
す
る
ほ
か
、
神
川
第
一

保
育
園
給
食
室
改
修
工
事
費
、
相
染
制

駐
卓
場
舗
装
工
事
貨
な
ど
、
旧
民
生
貨
は

V
商
工
費

上
小
食
肉
事
業
協
同
組
合
が
実
施
す

55年度事業として整備中の市道小島神畑線

六
千
四
百
六
十
七
万
四
千
円
。

V
衛
生
費

ぞ
う

簡
易
浄
化
槽
の
設
置
は
、
現
在
で
一

万
三
百
余
基
、
五
年
後
に
は
一
万
七
千

五
百
基
一
の
設
置
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
か

ら
発
生
す
る
「
汚
で
い
」
に
つ
い
て
は

一
部
農
村
部
を
除
き
、
市
街
化
地
、
団

地
な
ど
で
は
、
そ
の
処
理
に
困
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
を
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
は
「
た
れ
流
し
」
に
つ

な
が
り
、
設
置
の
目
的
を
は
ず
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
を
処
理
業
者
に
よ
っ
て
収
集
し
、
脱

水
の
う
え
「
汚
で
い
」
は
農
地
還
元
を

図
り
、
水
は
公
共
下
水
道
の
終
末
処
理

施
設
へ
送
り
込
ん
で
処
理
を
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
雑
排

水
の
汚
で
い
処
理
施
設
の
建
設
て
は
、

V
教
育
費

小
中
学
校
の
営
綿
工
事
費
と
し
て



保
育
園
給
食
室
改
修
工
事
費
、
相
一袋
附

駐
卓
場
舗
装
工
事
費
な
ど
、
民
生
駒
H

は

う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
雑
排

水
の
汚
で
い
処
理
施
設
の
建
設
で
は
、

十
万
円
か
ら
三
百
万
円
経
度
の
中
間
的

所
得
階
層
の
皆
さ
ん
に
、
三
十
万
円
を

投

λ
船
、
調
覧
船
、
汚
で
い
濃
縮
障
な

ど
の
遊
休
施
設
を
改
造
し
て
使
用
す
る

ほ
か
、
沈
殿
槽
、
脱
水
機
、

脱
央
装
置

な
ど
を
新
設
し
ま
す
が
、
特
に
脱
央
対

策
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
建
設
を
進
め

る
予
定
で
、
総
事
業
費
は
二
億
一
千
万

円
。ま

た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
も

年
々
増
大
し
て
き
た
た
め
、
埋
立
地
と

の
間
遠
か
ら
そ
の
対
策
に
苦
心
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
埋
立
処
理
の
適
地

が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
が
つ
き
、
こ
の

十
一
月
か
ら
処
理
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
委
託
料
七
百
五
十
万
円

な
ど
環
境
浄
化
の
面
で
も
配
慮
し
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
第
三
期
分
な
ど
、
衛
生
貨
は
三
億

一
千
三
百
七
十
七
万
二
千
円
。

V
農
林
水
産
業
費

そ
れ
ぞ
れ
補
助
の
決
定
も
し
く
は
変

更
な
ど
に
よ
り
追
加
を
す
る
も
の
で
、

主
な
も
の
で
は
、
農
業
機
械
作
業
広
域

調
鐙
促
進
事
業
補
助
金
と
し
て
上
田
市

農
協
東
部
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費

一
千
百
三
十
二
万
七
千
円
、
肉
用
牛
集

約
生
産
基
地
育
成
事
業
補
助
金
と
し
て

畜
舎
二
棟
、
堆
肥
舎
一
棟
な
ど
の
建
設

貸
一
千
五
百
三
十
五
万
八
千
円
。

こ
の
ほ
か
、
非
補
助
土
地
改
良
卒
業

費
を
は
じ
め
、
転
作
促
進
対
策
、
園
芸
、

音
産
、
基
盤
的
蛍
備
な
ど
、
農
林
水
産
業

費
は
七
千
瓦
百
十
三
万
九
千
円
。

号ー

九
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
員
に

深
路
和
ノ
ず
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご
背
労
さ
ま
で
す

〈
公
平
委
員
〉

滞
路
和
子
さ
ん
(
一
主
十
六
歳
、
株
が

丘

一

一

山

山

)

〈
略
歴
〉

岩
村
田
町
立
岩
村
田
高
等
女
学
校
卒
、

上
田
市
立
北
小
学
校
P
T
A
副
会
長
、

上
田
市
連
合
婦
人
会
副
会
長
、
上
田
市

社
会
教
育
委
員

九
月
定
例
市
議
会
で
、
監
盆
委
員
に

小
池
守
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

〈
監
査
委
員
〉

小
池
守
さ
ん
(
五
十
四
歳
、
上
回

一
九
九
九
)

〈
略
歴
〉

早
柿
国
大
学
専
門
部
商
科
半
、
側
丸

水
上
回
綜
合
食
品
卸
売
市
場
社
長
、
附

丸
水
長
野
県
水
社
長
、
上
田
市
監
食
委

員

V
商
工
費

上
小
食
肉
事
業
協
同
組
合
が
実
施
す

る
排
水
の
高
度
処
理
設
備
ギ
業
へ
の
補

助
金
二
千
二
百
五
十
万
円
は
、
食
肉
セ

ン
タ
ー
が
大
量
に
使
用
す
る
水
か
ら
、

臭
気
そ
の
他
を
除
却
す
る
た
め
の
設
備

で
、
二
か
年
に
わ
た
っ
て
補
助
を
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
融
資
の
た
め
の
預

託
金
を
一
億
円
増
額
し
て
、
融
資
の
拡

大
を
図
る
ほ
か
、
観
光
地
で
あ
る
別
所

温
泉
駅
前
の
鐙
備
費
、
総
合
展
示
館
の

屋
内
照
明
改
修
工
事
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
駐
車
場
舗
装
工
事
な
ど
、
商
工

費
は
一
億
三
千
百
五
万
九
千
円
。

V
土
木
黄

道
路
維
持
、
及
び
新
設
改
良
工
事
、

河
川
用
悪
水
路
の
髭
備
を
さ
ら
に
進
め
、

道
路
関
係
で
一
億
六
千
五
百
万
円
、
河

川
関
係
で
二
千
五
百
万
円
の
ほ
か
、
街

路
事
業
で
は
新
参
町
下
郷
線
、
花
園
天

神
町
線
に
関
す
る
補
助
の
決
定
に
よ
り
、

工
事
費
、
補
償
料
な
ど
に
二
千
十
八
万

円
。

こ
の
ほ
か
7

諏
訪
部
公
園
用
地
費

な
ど
、
土
木
賀
は
二
億
二
千
百
九
十
七

万
三
千
円
。

V
消
防
費

施
設
の
鐙
備
に
重
点
を
置
き
、
分
団

の
卓
庫
詰
所
の
新
築
工
事
費
百
六
十
万

円
、
国
道
の
一
四
三
号
線
、
及
び
岩
下

地
区
の
車
道
に
設
置
し
て
あ
る
地
下
式

消
化
住
の
移
設
工
事
費
三
百
三
十
万
円

な
ど
、
消
防
費
は
六
百
三
十
二
万
五
千

円
。

V
教
育
費

小
中
学
校
の
営
繕
工
事
費
と
し
て
、

三
千
九
百
八
十
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、

黒
坪
地
区
に
鉄
骨
平
屋
建
六
百
二
十
三

平
方
灯
規
模
の
も
の
を
予
定
し
て
い
る

神
川
地
区
公
民
館
の
建
設
費
に
一
億
円

ま
た
、
千
曲
町
同
和
対
策
集
会
所
の
建

設
で
は
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
と
し
て
、

自
治
会
施
設
も
含
め
木
造
平
屋
建
二
百

三
十
一
平
方
灯
の
施
設
を
予
定
し
、
工

事
費
二
千
九
百
三
十
万
円
、
用
地
買
収

資
は
一
千
六
百
七
十
八
万
九
千
円
。

こ
の
ほ
か
社
会
体
育
の
面
で
は
、
相

撲
場
、
陸
上
競
技
場
兼
用
の
更
衣
室
新

築
、
市
営
野
球
場
パ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
改
修
、

五
中
の
校
庭
夜
間
照
明
施
設
な
ど
の
ほ

か
、
塩
尻
地
区
と
上
田
却
商
業
協
同
組

合
が
建
設
す
る
排
球
、
庭
球
の
コ

l
ト

新
設
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
、
教
育
費

で
は
二
億
一
千
三
十
三
万
三
千
円
。

公
平
委
員
に

海
路

825 

和
子
さ
ん

だ一一一(約zzza23) 第

監
査
委
員
に

池

守
さ
ん

え一(3ト一一一昭和55年10月16日 広報う

主
な
条
例
の
改
正

九
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
に
本
田
定
二
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
ご
昔
労
さ
ま
で
す
。

〈
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〉

本
田
定
こ
さ
ん
(
七
十
歳
、
株
が
丘

一

二

凶

|
八
)

〈略

歴〉

新
屋
自
治
会
長
、
上
田
市
納
税
組
合

連
合
会
長
、
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

委
民
、
国
定
資
産
評
価
審
公
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

V
上
田
市
営
住
宅
等
に
閲
す
る
条
例
の

一
部
改
正

今
ま
で
、
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
に

は
、
同
居
す
る
級
族
が
い
な
け
れ
ば
入

居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
固
め
改
正
に
よ
り
、
乏
人
、

身
体
障
害
者
な
ど
の
方
は
、
同
居
す
る

税
族
が
い
な
く
て
も
、
つ
ま
り
一
人
で

も
入
居
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

本
田

定
二
さ
ん
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大
勢
参
加
し
た

「
施
設
を
見
る
会
」

市
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
施
設
を

見
る
会
」
は
、
今
年
も
九
月
二
十
九
日
、

十
月
二
・
三
日
の
三
日
間
、
百
六
十
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

幸
い
秋
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、

参
加
き
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
一
様
に

「
来
て
よ
か
っ
た
。
来
年
も
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
信
機
国
分
寺
資
料
館
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
新
し

い
施
設
や
、
市
民
の
皆
き
ん
が
毎
日
生

活
す
る
中
で
一
番
身
近
な
問
題
で
あ
り

な
が
ら
、
直
接
訪
れ
る
機
会
が
少
な
い

清
掃
事
務
所
、
染
屋
浄
水
場
、
下
水
浄

え号 (貯ZZEA斜)一一一広報う-第 825号

化
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
見
学
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

係
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
メ

モ
を
取
っ
た
り
、
疑
問
な
点
は
質
問
す

る
な
ど
、
市
政
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
に
は
石
井
市
長
と
の
話

し
合
い
も
あ
り
、
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

浄、
A

，

置
」
、
「
簡
易
浄
化
槽
の
汚
水
処
理
」
、

「
固
め
行
政
改
革
に
対
す
る
市
の
考
え
」

な
ど
、
多
数
の
要
望
、
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
会
に
参
加
さ
れ
た
二
名

の
方
に
、
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の

で
、
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

係員の脱明を熱心に聞く皆さん(染屋浄水場で)

825 

日
常
生
活
で
急
病
な
ど
の
た
め
、
ど

う
し
て
も
小
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
:

そ
ん
な
時
、
市
か
そ
の
資
金
め
町
付
あ

O
年
齢
が

二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
以
下

で
あ
る
こ
と
。

。
巾
内
の
同

一
場
所
に

一
年
以
上
住
所

んさ
町

J

徳
衛
1
・
4
業
同
漁
村

上
回
養
護
学
校
が

一
番
印
象
に

昼食をと りながら市長との話し合い(農村環境改善センターで)

「
施
設
を
見
る
会
」
は
、
二
年
前
に

一
度
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
が
二
回
目
で
す
。

今
回
の
見
学
コ

l
ス
は
、
上
回
養
護

学
校
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
相
染
問
、

深井鈴子さん
(看護学生・中央 I) 

も
っ
と
早
く
か
ら

利
用
し
て
い
れ
ば

「
施
設
を
見
る
会
」
は
、
今
回
初
め

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
働
く
婦
人

の
家
、
図
書
館
、
上
回
養
議
学
校
、
信

波
国
分
寺
資
料
館
な
ど
六
施
設
で
し
た

不
用
品
登
録
情
報

自
然
運
動
公
園
、
し
い
の
み
閣
の
五
施

設
で
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
上
回
養
護

学
校
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
学
校
の
設
備
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
供
き

ん
た
ち
の
明
る
い
表
情
に
、
先
生
方
の

熱
心
な
教
育
指
導
が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
か
ら
「
将
来
、
社
会
人
と
な

っ
て
か
ら
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

人
と
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
教
育

を
め
ざ
し
て
い
る
」
と
の
話
が
あ
り
、

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
私
の
知
ら
な

い
施
設
が

ま
だ
、
た
く
き
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

か
、
ど
れ
も
私
が
初
め
て
訪
れ
た
施
設

で
す
。

今
回
、
こ
の
会
に
参
加
し
て
気
が
つ

い
た
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
の
周
り
に

は
、
日
ご
ろ
利
用
し
な
け
れ
ば
も
っ
た

い
な
い
よ
う
な
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
今
回
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
図
書
館
と
か
、
働

く
婦
人
の
家
な
ど
は
、
も
っ
と
早
く
か

ら
必
要
性
を
感
じ
て
利
用
し
て
い
れ
ば

:
・
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
、
看
護
婦
の
国
家
試
験
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
日
曜
日
な
ど

の
休
日
に
、
図
書
館
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い

②
ゆ

f
コ
て
ほ
し
い
品
物
カ
あ
一
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
山
中
し
山
て
、
念
品
し
ご
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日
常
生
活
て
急
病
も
ど
の
た
め
、
ど

う
し
て
も
小
資
金
が
必
要
に
な

っ
た

;

そ
ん
な
時
、
市
が
そ
の
資
金
の
昨
日
付
あ

っ
せ
ん
を
す
る
「
生
活
資
金
口
付
制
度
」

が
、
こ
の
十
月

一
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
が
銀
行
に
、
こ
の
貸
付

の
た
め
の
資
金
を
預
託
し
、
そ
の
三
倍

に
当
た
る
額
を
貸
付
す
る
制
度
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
必
要
と
な

っ
た
小
資
金
を
一
時
的
に
調
達
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
取
扱
銀
行
で
そ
の

資
金
を
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
貸
付

額
は
三
十
万
円
ま
で
で
、
金
利
は
七
・

六
%
と
低
利
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
低
利
で
安
心
な
こ
の

制
度
の
利
用
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
安

定
が
は
か
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

貸
付
が
受
け
ら
れ
る
人
は

二
人
以
上
で
世
帯
を
構
成
し
て
い
る

世
帯
主
で
、
か
つ
個
人
口
|
ン
信
用
保

険
加
入
適
格
者
で
、
次
の
条
件
を
備
え

て
い
る
人
。

合⑫4100内線296・有線②0671> 

二 10月1日スタート=
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生活資金貸付制度

だ一一一(問縦割)

ご利用ください

〈生活環境課

え一(5)一一昭和55年10月16日 広報う

生活資金貸付制度があなたの生活を

守ります

~.，<‘， 

C

年
備
が
二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
以
下

で
み
め
る
こ
》
コ

O
市
内
の
同

一
場
所
に

一
年
以
上
住
所

を
行
し
、
引
き
続
き
居
住
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と
。

O
給
与
所
得
者
は
、
同

一
事
業
所
に
三

年
以
上
勤
務
し
、
事
業
者
は
同
一
業

種
を
三
年
以
上
営
業
し
て
い
る
こ
と
。

0
年
間
収
入
額
が
百
五
十
万
円
以
上
、

三
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

O
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

融
資
の
条
件
は

O
貸
付
限
度
額
:
・
五
万
円
以
上
、

三
十

万
円
以
内

O
利

率
・
年
七
・
六
%
(
側
人
負
担

の
保
険
料
を
含
む
)

O
返
済
期
間
・
:
六
か
月
以
上
、
三
年
以

内

(元
利
均
等
月
賦
償
還
、
偲
置
な

し
)

O
保
証
人
・
・
・
な
し

申
し
込
み
は

生
活
環
境
課
で
説
明
を
受
け
て
か
ら
、

八
十
二
銀
行
の
市
内
各
支
庖
へ
。

添
付
書
類
は

①
住
民
票
の
謄
本
、
②
印
鑑
証
明
書
、

③
所
得
証
明
書
、
給
与
証
明
書
ま
た
は

源
泉
徴
収
菜
、
④
納
税
証
明
書

提
示
し
て
い
た
だ
く
書
類
は

①
健
康
保
険
証
、

②
事
業
者
の
方
は

事
業
年
数
の
分
か
る
書
類

借
り
ら
れ
な
い
資
金
は

①
事
業
資
金
、
②
旅
行
資
金
、
③
投

資
お
よ
び
投
機
的
資
金
、
④
転
貸
資
金
、

⑤
旧
債
返
済
資
金
、
⑥
遊
興
資

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
害
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

笠
録
を
印
不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
四
回
目
で
す
。

不
用
口
聞
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
登
録

( 10月8日現在)

た
だ
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す

ー
レ
イ
L

ノ
¥
が
ん
え
C

い

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
か
あ
る
人

L

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
、
登
録
し
て

く
だ
さ

い

③
生
活
環
岐
謀
で
は
、
ゆ
ず
J

て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
相
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
、
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
然
、
取
り
引

き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
取
り
引
き
が
成
立
、
不
成
立

に
か
か
わ
ら
ず
)
を
、
必
ず
生
活
時

境
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆずります ゆずってください

く希望価格〉

歩行器 相談のうえ セミダブ/レべット

茶タンス 相談の うえ 圧力なべ

ステレオ 50，000円位 乳母車

美容健康器 5，000-8句。ω円 七五三用帯
都市方、ス用風呂がま 相談のうえ 洗たく機

和文タイプ 30，000円 子供用鉄棒

ジュークボックス 10万円 自転車 (チ供用)

ガス釜 相談のうえ ミ、ン、/、' 

映写機 (7..;カ) 10，000円位 二段ベット

電気マッサージ器 7，0∞-8，0∞円 応接セ ッ ト

不用品登録情報その④(主なもの)

〉ゆすりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環涜謀生活{系
{包@41001付制296・千干雌c%0671)へ。

。ここにぬ依されている以外の品物も登録できますので、お気軽にご連絡を，
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中
高
年
齢
者
に
働
く
場
を

Mm
月
は
一
雇
用
促
進
運
動
月
間

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
全

国

一
斉
に
「
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
運

動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
高
年

齢
者
(
四
十
五
歳
以
上
)
の
雇
用
問
題

は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

い
ま
や
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。園

、
及
び
県
で
は
、
こ
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
従
来
か
ら
各
種
の
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
か
ら
は
、

中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
制
度
の

‘つ

内
容
を
強
化
充
実
さ
せ
、
大
幅
な
助
成

報

措
置
を
講
じ
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
一

広日
可nu
 

月
物
ロ
使
年
郵

和
3
昭
第号 え

人
で
も
多
く
中
高
年
齢
者
を
雇
用
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

上
回
公
共
職
業
安
定
所
で
も
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
の
就
職
促
進
を
業
務
の
最

重
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
職
業
紹
介
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
八
月
末
現

在
、
中
高
年
齢
者
の
求
職
は
約
八
百
名

で
、
全
体
の
求
職
者
に
占
め
る
割
合
は

ほ
ぼ
凹

O
%
に
も
達
し
ま
し
た
。

こ
の

割
合
は
、
今
後
も
高
い
水
準
で
推
移
す

る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
雇
用
促
進
運
動
は
、
中
高
年
齢

の
失
業
者
に
再
就
職
の
職
場
を
確
保
し
、

_~ 825 号-

中高年齢者の皆さんも、日本経済を支えてい

ます

そ
の
労
働
能
力
と
職
業
経
験
が
、充
分
に

発
揮
さ
れ
、
生
き
が
い
の
あ
る
職
業
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
、
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
去
た
、
定
年
制
の
延
長
ず

ど
に
よ
り
、
現
在
就
職
中
の
人
た
ち
が

長
く
職
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

中
高
年
齢
者
の
雇
用
促
進
を
広
く
地
域

社
会
に
啓
蒙
す
る
も
の
で
す
。

最
後
に
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所
が
、

昭
和
五
十
四
年
六
月
、
市
内
の
従
業
員

百
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
調
査
し

た
「
中
高
年
齢
者
雇
用
状
況
」
を
別
表

の
と
お
り
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

(高年齢者法定雇用率60%)
¥ 

産業~IJ 1[1 金融¥、、
建訟業 製造業

運輸 サービス

分 111 、、、、¥ 小光業 保険業 通信業 "li 

匹 互数
2 30 7 2 3 7 51 

匝用労働者数 (A) 213人 10.569 1. 087 358 579 1，213 14.019 

凹(A)o'lとうちf55ALK~5州 B)
66人 2守051 123 18 218 235 2.711 

以 l~ (C) 61人 491 87 2 37 50 728 

リ門川1年年~ 品齢齢者者..， 正l-Jn1Jl 4， l1AB) 1 × 1 00 30 9 % 19.4 IJ.3 5.0 37.7 19.4 19.3 

f:~\X 1001 28.6 % 4.6 8.0 0.6 6.4 4.1 5.2 

lトー田市内の従業μ100人以上半業所。 S54.6.1上回職安調べ)

「シルバーゾーン」は

中高年齢者雇用状況

老人を守る道しるべ

秋
の
全
同
交
辿
安
全
述
動
は
、
九
月

二
十

一
日
か
ら
十
日
間
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
期
間
中
、
上
田
市
で
包

と

交通弱者のお年寄りを守る「シルバー

ゾーン」

き
た
交
通
事
故
は
件
数
で
十
件
、
負
向

者
は
十
一
人
で
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
注
窓
さ
、え
す

れ
ば
、
事
故
は
も

っ
と
減
る
は
す
で
す

ギ
般
の
な
い
明
る
い
生
活
を
築
き
ま
し

ト品、「ノ
。

市
で
は
、
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
左

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路

(上
田

橋

|

古
舟
情
閉
め
提
防
道
路
と
専
売

公
社
北
側
用
水
路
沿
い
道
路
)
を
「
シ

ル
バ
ー
ゾ
ー

ン」

に
ぷ
ι

返
し
ま
し
た
、

こ
の
「
シ
ル
バ
ー
ソ

l
ン」

と
い
う

の

は
、
左
人
一
悩
祉
セ

ン
タ
ー
問
辺

の
道
路

が
特
に
邑
人
の
住
米
が
激
し
い
と
こ
ろ

か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

T
要
一
正
広
“
を

，T
汁
し
、

E
人
を
保
必
し
よ
う
と
す
る

も
の
て
、

路
側
に

シ
ル
バ

ー
ソ
l
ン
折

山
中
開
織
を
立

て、

路
而
に
も

ン
ル
パ

l

v

|

、J
E
m
小
し
て
ち
り
ま
「

こ
の
付
近
を
逆
行
す
る
ト
ラ
イ
'
'

は
、
老
人
へ
の
、
川
町
古
川
を
・
伐
と
強
め
て

ほ
し
い
も
の
で
す
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秋の行楽期における

えつ-→7)一一一昭和55年10月16日 広報

交通事故防止運動

10月25日(土)，._11月3日(月)

毎年この時期には交通事故が増加します。特に 11月初旬は述休と

なり、信州、|の道路は観光の卓でいっぱいになります。

お互いに交通事故にあわないように、起こさないように 、おてか

け前に十分心のヒモを締めましょう 。

運動の重点、は

1 .観光や行楽卓両の事故に巻きこまれないように

は観光先などで事故を起こさないように・

歩行者・自転車利用者(特に子供と老人)を守ってあげま しょう。

スピード制限は必ず守 りまし ょう 。

ドラ イハー

2 

3 

楽しい秋の行楽・・・・・でも安全運転を

忘れずに

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
九
月

二
十
一

日
か
ら
十
日
間
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
期
間
中
、
上
田
市
て
起

こ
の
付
近
を
述
一
れ
す
る
ド
弓

f
'
ー

は
、
在
人
へ
の
佐
立
を
-
は
と
始
、
め
て

ほ
し
い
も
の
て
す
〉
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』
司
心
温
ま
る
交
流
試
合

パ
ト
ミ
ン
ト

ン
協
会
や
体
育
協
会
な
ど
上

岡
市
の
代
表
伍
名
が
、
日
月

5
目
、
姉
妹
都

市
の
上
越
市
を
訪
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
上
越
市
の
市
民
総

合
体
育
館
で
の
試
合
は
、
高
校
生
や
マ
マ

き

ん
選
手
同
士
の
対
戦
も
あ
り
、
心
温
ま
る
交

流
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
来
年
は
上

回
市
で
聞
く
予
定
で
す
。

えつ号一一一(間端部)一一広報

~m内各地区でハカリ定期検査

「ハカリ定期検査」が、今年も 9rj 1日一26日
まで、 市内各地区で実施されました。取り引き

証明用に使っているハカ リは、年 1回この検査

を受けることになっており 、合格したノ、ヵ リに

は「合格」 のシールが張られました。

825 ー第号~

4
司
あ
れ
/
今
ご
ろ
桜
が
:・

9
月
下
旬
、
上
小
衛
生
施
設
組
合

の
数
地
均
け
こ
ち
る
裟
ード
、
胃
主
有
一
気
喪

25 

企*まったけ、 15分で売り切れ

10月4日-6日ま で、姉妹都市の鎌倉市で「上回の物産と観

光展」が開かれました。上固め名産、上田細、農民美術などが展

示された鎌倉市商工会議所には、 3日間で'4，000人以上の大が訪

れ、人気の「まったけ」は、発売後15分で売り切れといった感

況ぶりでした。
一一面白血蝿-圃園田町田園田富山i;J"" "'CIIOIait6m一回一

て五 V 二 V ド V 農 V 木 V また
十 上 十 上 映 千 村 清 二 北 すだ次
六 回 五 回 写 曲 環 水 十 常 。きの
円 民脚ラ 機 写 境 国 二 固 ま皆
謡 イ 一 真 改 太 本 健 し様
社 教 報 オ 台 館 善 郎 全 たか
会 室 恩 ン 樟 セ 様 国 育 。 ら
福 検 察 ズ 城 ( ン(分 成 厚 1見
祉 へ ク 下丸タ桜寺 会 くか
事三 ラ 保子|台史 樟 おい
業万 ブ 育 町 へ ) 跡 礼ご
資 二五 様 国) 絵公ノ〈 申寄
金千 へス画国ラ し付
と九 イ ラ' ーへの tを
し百スイ点苗げい

ご
寄
付
お
礼

市
職
員人

事

異

動

(
十
月
一
日
付
)

田

課

長

級

マ
企
画
調
務
課
長
出
野
正

副

次

(
保
健
予
防
課
長
)
マ
保
健
予
防
課

副

長

山

浦

勇

(
社
会
教
育
課
長
)
マ

同

社

会

教

育

課

長

小

林
三
男

(
労
政
課

四
長
)
マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
所
長
何

回

船
昭
二

(
西
部
公
民
館
長
)
マ

労
政
謀

園

長

川

上

育

男

(商
工
係
長
)
マ
西
部

剛

公
民
館
長

高
橋
邦
夫

(行
政
管
卑
係

帽

長

)

聞

係

長

級

マ
行
政
管
理
係
長
課
長
納
仇

---E
嗣

柄
沢
荘

一
(
家
屋
評
価
係
長
)
マ
登
記

/-
H
J
t

腿
わ
一
納
税
標
語
の

で

ツ

は

の

出

l
l
日ノ
た

回

係

長

課

長

補

佐

土

屋

一
んい回

(学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
)
マ
家
屋
評
価

係

長

課

長

補

佐

西

沢

久

(
川
西
事

業
所
)
マ
国
民
年
金
係
長
課
長
補
佐

田
中
佐
敏
(
図
書
館
奉
仕
係
長
)
マ

母

子
寮
長
の
兼
務
を
解
く
竹
内
昭
五
日

(
家
庭
児
童
相
談
係
長
)

マ
商
工
係
長

課
長
補

佐

深

井

武

維

(農
林
謀
振
興

係
長
)
マ
農
業
共
前
謀
付
課
長
補
佐

滝
沢
暢
(
農
業
共
済
課
業
務
係
長
)

マ
川
西

事

業

所

長

小

林

功

(

民

業

委
員
会
事
務
局
良
政
係
長
)
マ
消
防
部

総
務
課
経
理
係
長
松
本
つ
や
子

(
川

西
支
所
庶
務
住
民
係
長
)
マ

川
西
支
所

庶
務
住
民
係
長
宮
原
喜
一

(
消
防
部

総
務
課
税
理
係
長
)
マ
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
庶
務
係
長
兼
給
食
係
長
上
原
幸

二

(
国
民
年
金
係
長
)
マ
農
業
委
員
会

事
務
局
良
政
係
長
春
原
安
存

(
登
記

係
長
)
マ
農
林
謀
娠
興
係
長
小
林
院

利

(農
林
課
主
任
)
マ
農
業
共
済
課
業

務

係

長

原

佳

克

(農
林
課
主
食
)

マ
図
書
館
奉
仕
係
長
石
黒
一
高

(
図

書
館
主
査
)
マ

母
子
寮
長
心
得
手
塚

志
子

(市
民
課
主
命
)

主
査
級
マ
建
築
指
導
準
備
宅
七
作

武

井

本

(
管
理
課
土
作

、
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企国体出場選手役員の皆さんがんばって/

10月4日、市民会館で第4回スポーツ上田

市民の集いが聞かれました。この集いは、上

田市のスポーツ振興のため聞かれる もので、

今回は、上田市体育協会表彰式、国体出場選

手役員の紹介などを行った後、 NHKアナウン

サー羽佐間正雄さんの講演があ りま した。

瞳圃樹園国姻圃園開園酬

司
あ
れ
/
今
ご
ろ
桜
が
:
・

9
月
下
旬
、
上
小
衛
生
施
設
組
合

の
敷
地
内
に
あ
る
桜
が
、
異
常
気
象

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
数
輸
の
花
を
つ

け
、
近
所
の
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

千J一ーー一一/昭和27年12月22日¥_ーーーーー一生古
1- \大 3樋釦便物~可I :>n えーや)一一一一昭和55年 10月16日 広報う

定期監査の結果公表
上田市監査委員 小池

同 松野

定期監査の結果について(報告)

地方自JtI法第199条第3項の規定に基づいて実施した昭和55年度
第 1回定期監査の結果を次のとおり報告します。

言己

守

平量

惨監査の期間

昭和55年 4月14日から 8月30日まで

砂監査の範囲

昭和54年度における財務に関する事務処理の状況契約及び工事
の状況などについて

砂監査対象か所

商工部 商工課、労政謀、 (勤労者福祉セ ンタ一、 働 く婦人の

家)、観光諜 (観光施設)、市民会館

農林謀、 I注業共済課、耕地謀、構i主改善課(農村環境

改善センター)

管理課、土木課 (工事事務所)、都市計画謀、下水道

謀、建築謀、国道ノ〈イ パス謀、交通対策課

水道局 業務課、工務課、浄水管理事務所

砂監査の結果

各所管における財務に閲する事務は、おおむね適正に処理され

ているものと認めた。それぞれの監査か所における細部の指摘事

項については、そのつど留意または改善方をf足した。

おもな指摘事項については、別記のとおりである。

また、工事現場監査については、抽出により農政関係 7か所、

建設関係17か所について行ったが、工事はいずれも設計書のとお

り完成していることを認めた。なお、今回監査した中で西小学校

の改築にあた って特に採光等に意を用いられたことは、省エネ時

代に即したものと思われる。

今後とも行政の多様化にともない増大する事務処理にあたって

は、常に能率化に窓を用い効率的執行ーに配意されるよう望むもの

である。

(別記)

0各種使用料、己l用料、貸付償還金などの滞納整理には引続き

努力されたい。

0公共下水道の普及率の向上について引続き努力されたい。

園田町四国帽岡山田直園田個咽園田副岨岨同制世帽国四回町岡田--園田崎出足ーー --4園田副
(子清(久 〈り入 二を市者税の
川 き水三美羽 税ま 選慎点募 内の金一市
西ん三中き毛務し者重の集の納の環内
中 (保)ん 田署たがな応し中税意と の
) 塩さム(晴長 。き審募た学意義し中
回ん 7t二美賞 ま査がと 三識 をて 学
中 (出 中き v りのあこ年の学、三
)五言)ん 、結りろ生高ぶ日年
中主 ( 賞果ま、か揚と常生
斉)ア清一 状、しーらを同生に
藤、ん水 中 と次た千 「図時活
浩 内市 ) 副の。=納ろにの社
一河宮聡、 賞と 言語ぅ、中会
さ久工き 小 をお 二去と納か学
ん美、ん林 贈り 十 E戸、税ら習

農政部

建設課

納
税
標
語
の

入
選
者
を
表
彰

〈地
方
事
務
所
長
賞
〉

桜
井
信
子
さ
ん

ご

中

)、

山
崎
美

和
子
さ
ん
(
二
中
)、

北
明
節
子
さ
ん

(三
中
)、

樋

口

司

さ

ん

(
田
中
)、

小
林
秀
一
さ
ん

(
五
中
)
、
荒
井
淳
子

き
ん
(
塩
田
中
)
、
渡
辺
奈
緒
美
き
ん

(
川
西
中
)

〈
市
長
賞
〉

宮
沢
寿
美
子
さ
ん
、
武
舎
礼
子
さ
ん
、

宮
川
弘
志
さ
ん
(
以
上
一
中
)
、
清
水

美
穂
さ
ん
、
斉
藤
恵
利
子
さ
ん
、
沢
辺

俊
文
さ
ん
(
以
上
二
中
)
、
高
橋
孝
易

き
ん
、
小
宮
山
れ
い
子
き
ん
、
大
熊
英

徳
さ
ん

(
以
上
三
中
)、

西
村
拓
・
泉
さ

ん
、
大
山
俊
哉
さ
ん
、
田
中
守
和
さ
ん

(
以
上
四
中
)
、
持
田
真
由
美
き
ん
、

中
沢
ひ
ろ
み
さ
ん
、
茅
野
由
美
子
き
ん

(
以
上
五
中
)、

中
沢
潤
さ
ん
、
宮

原
栄
一
郎
さ
ん
、
安
藤
昭
彦
さ
ん
(
以

上
塩
周
中
)
、
尾
沢
智
春
き
ん
、
宮
沢

律
子
き
ん
、
田
村
和
幸
き
ん
(
以
上
川

西
中
)

校長先生から賞状を受ける入選者

(塩田中で)
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お知らせ市
職
員
を

募
集
し
ま
す

1
農
業
技
術
職
員

l

え825号一一一(盟諸制御)一一広報う

総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

信

号

農
業
技
術
職
員
(
大
卒
程
度

)
1昭
和

三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
、

農
業
専
門
学
科
の
卒
業
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人
で
、
昭
和
五
十
五
年

四
月
一
日
現
在
上
田
市
民
で
あ
る
人
、

ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
一
時
、
他

市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
、
家
族
は

上
田
市
民
で
あ
る
人

〈
必
要
書
類
v

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ

暗

炉

内

，

李

小

十

v
d

r

マ
届
歴
普
及
び
最
終
学
校
成
績
証
明
書

号~

乳
幼
厄」
健
康
診
査

三
歳
伊

825 

:市の当面する諸問題について続演

10月2目、市民会館において上田進友会
: (市内の中小企業ガ組織する団体〉創立30年
i記念会ガ聞かれまし定。席上、講師として
i沼かれだ石井市長|志、 「上田市の当直する
:諸問題」と題して変通問題など多方面にわ
iたつだ市政について、約1時間30分の記念
:講演をしぎし芝。

マ
住
民
票

マ
五
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

否
連
絡
用
、
宛
先
記
入
)

〈
試
験
日
・
科
目
〉

十
一
月
十
三
日
附
午
前
八
時
受
付
、

同
八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
教
養
・
専
門
試
験

〈

人

員
v

若
干
名

〈
申
込
先
・
期
限
〉

十
月
二
十
七
日
聞
か
ら
十
一
月
十
日

間
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職

員
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
学
児
童
調
査
票
は

必
ず
返
信
を
ノ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

公
⑫
4
1
0
0
内
線

5
4
6

有
線
②
0
8
6
1

来
年
四
月
可
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

言r~ 
正 三
お種
わ長
び長
査

童
は
、
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
五
十

年
四
月
一
日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た
児

童
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
入
学
予
定

児
童
の
い
る
家
庭
へ
往
復
は
が
き
で
「
入

学
児
童
調
査
票
」
を
十
月
二
十
日
ご
ろ

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
は
、
こ
の
調
査
票
に
書
い

て
あ
る
こ
と
に
誤
り
が
な
い
か
確
か
め
、

記
入
欄
へ
必
要
な
こ
と
を
記
入
し
て
、

十
月
三
十
一
日
幽
ま
で
に
教
育
委
員
会

に
返
信
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
予
定
児
童
の
い
る
家
庭
で
、
十

月
二
十
六
日
日
を
過
ぎ
て
も
「
調
査
票
」

が
届
か
な
い
場
合
は
、
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
月
の
少
年
出
張
相
談

市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
-
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
9

十
一
月
の
少
年
出
張
相
談
を
、
次
の

と
お
り
聞
き
ま
す
。
市
内
ど
こ
の
地
区

に
お
住
い
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
十
一
月
七
日
幽

昼
の
部
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同

四
時
三
十
分

夜

の

部

午

後

七
時
か
ら
同
九
時

と
ニ
ろ
:
・西
部
公
民
館・

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
-
青
少
年

公
害
防
止
協
力
員、

上
田
市
公
害
防
止

監
視
員
小
林
正
人
さ
ん

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

募
集
部
門
:
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
・
一
般

募
集
作
品

①
ポ
ス
タ
ー
:
・
規
格

B
三
版
(
却
・

4
m

×
日
・

5
m
)
以
下
と
し
、
絵
の
具
の

材
料
は
自
由
叫
す
。

②
作
文
:
・
小
・
中
学
生
は
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
四
枚
以
内
、
高
校
生
・
一

般
は
六
枚
以
内
と
し
ま
す
。

③
標
語
:
・
一
般
の
み
と
し
ま
す
。

小
・
中
・
高
校
生
は
、
作
品
の
裏
面
ま

市
教
育
委
員
会
、
市
同
和
対
策
事
業
た
は
末
尾
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を

推
進
委
員
会
で
は
、
自
分
の
体
験
や
実
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
、
学
校

践
に
基
づ
い
た
同
和
教
育
の
推
進
及
び
で
取
り
ま
と
め
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

部
落
解
放
、
人
権
尊
重
に
関
す
る
ポ
ス
一
般
は
、
表
面
ま
た
は
末
尾
に
住
所

タ
l
、
作
文
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
(
番
地
)
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

内
容
は
、
学
校
や
家
庭
及
び
地
域
社
し
て
く
だ
さ
い
。

会
に
お
い
て
同
和
教
育
を
学
ん
で
い
る
募
集
期
間
:
・
十
一
月
一
日

1
同
月
末
日

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
自
分
や
家
応
募
先
・
:
上
田
市
大
手
一

ー

一一

ー

族
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
部
落
解
放
に
取
一
六
上
田
市
教
育
委
員
会
同
和
教

り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
人
権
尊
重
に
関
育
課
長

止===========一一一==================================================================

山

期

期

船

川

3

5

淘-。，‘-

山

第

第

欄

4
-
v
 

内

4線内hU
 

A
U
 

a
a
y
 
⑫
 
含限税

印
刷
同

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
の
部
に
申
し
込
み
が
な
い

場
合
は
、
出
張
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

同
和
教
育
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
・
作
文

標
一
請
を
募
集

同

和

教

育

謀

宮

⑫
4
1
0
0

内
線
5
5
9
・
有
線
②
0
8
6
1

ァ月の納税

市県民税

国民健康保険税

適
当
で
す
。
(
た
だ
し
、
小
学
生
だ

け
の
チ

l
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
)

今月の納税は、市県民税第 3期

と国民健康保険税第 5期です。

械金は、 納期内に納入されます

ようご協力く ださし、。

今月の納期限は10月31日倒です。

願いを税金で

みんなのかなえよう
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ワ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ

第

り

ま

す

)

r
v組
歴
普
及
び
最
終
学
校
成
絞
証
明
書

825 号、

明
刊
仏
側

B拘J

健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

だ一一一 (計話説23) 第

十
一
月
の
乳
幼
児
・
三
歳
児
健
康
診

貨
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

え

会
市健康センター 市t孟回wチ健康センター 市川西社会

場 品1祉セノター

会場 市健康
市川両社 会

センター 弘1祉センター4か月児 9か月Jι 1ot6か月児 4.9か月児 liUか月児 1I量6か月児

新市内|旧市内
対児象 55年7 月生

地区 川西全区
55年7月

55年2月生 54年 5月生
55年2月生

54年4.5)1 '1'. 54年4.5月生

対象児 52年10月生 52年1-6月生
地区 庖回全l!f 川西全区

11月 12日 211:1 6日 20日 18日 11日 13日 11月 7日

三歳児健康

→11ト一一一昭和55年10月16日 広報う

乳幼児健康診査日程表

来
年
四
月
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

川
月
の
三
歳
児
健
康
診
査

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
九
月
十
六
日
発
行

第
八
二
三
号
の
九
ペ
ー
ジ
「
三
歳
児
健

康
診
を
一
日
程
表
」
中
、
十
月
三
十
一
日

は
十
月
二
十
七
日
の
誤
り
で
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

健
康
と
環
境
衛
生

向
上
の
つ
ど
い

ー
県
民
の
健
康
を
考
え
る

l

I盆尻・川辺・泉国・神川・神科・ 22殿
東音11・南部・中央・北部・西部・城下

県
と
上
田
市
の
主
催
に
よ
り
、
「
健

康
と
環
境
衛
生
向
上
の
つ
ど
い
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
こ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

:

十

月

三
十
一

日
閤
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

内

容
〈
大
会
式
典
〉
午
前
十
一
時

1
正
午

功
労
者
表
彰
な
ど

〈
事
例
研
究

・
体
験
発
表
〉
午
後

O
時

三
十
分

1
二
時

マ
「
障
害
児
の
早
期
発
見
を
め
ざ
し
た

乳
幼
児
ク
リ
ニ

y
ク
に
つ
い
て
」
岡
谷

保
健
所
・
主
任
保
健
婦
荒
井
芙
美
枝

さ
ん
マ
「
断
酒
生
活
の
中
で
い
ま
考
、
え
る
こ

と
」
長
野
県
断
酒
連
合
会
副
会
長
西

沢
正
一
さ
ん

マ
「
よ
ご
す
ま
い
わ
が
郷
土
」
長
野
県

新市内

旧市内

じ
め相
市 談
少を
年希
育望
成き
セれ
ンる
夕方
lは

青あ
少 ら
年か

公
害
防
止
協
力
員
、
上
田
市
公
害
防
止

監
視
員
小
林
正
人
さ
ん

へ
特
別
講
演
〉
午
後
二
時
i
三
時
三
十

分
「
健
康
を
さ
さ
え
る
も
の

l

か
わ
る

環

境

と

生

活

」

横

浜

国

立

大

学

教

授

宮

脇

昭

さ

ん

〈
健
康
展
〉
午
前
十
時

1
午
後
三
時
三

十
分

マ
上
手
に
塩
を
減
ら
す
に
は
ノ

1
パ
ネ

ル
展
示
、
料
理
見
本
展
示

マ
測
定
コ
ー
ナ
ー

1
み
そ
汁
の
塩
分
泌

度
測
定
(
ご
家
庭
の
み
そ
汁
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
)
、
血
圧
測
定
、
疲
労
度
測

定そ
の
他
・
・
・
畳
食
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

別
所
の
史
跡
め
ぐ
り
は

塩
田
ウ
ォ

1
ク
・
ラ
リ
ー
で

塩
田
公
民
館

宮
⑩
6
8
8
3

梅
田
地
区
青
年
団
で
は
、
歩
く
楽
し

き
に
加
、
ぇ
、
自
然
観
察
や
地
域
の
史
跡
、

文
化
財
な
ど
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
第
一
回
・
塩
田
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
十
一
月
九
日
川
、
午
前
九
時

ま
で
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
・
:
別
所
温
泉

・
相
染
問
前

コ
l
ス・
:
別
所
温
泉
一
円
、
約
四
・

六

同、

(
コ
l
ス
は
、
当
日
発
表
)

申
込
方
法
:
・
一
チ

l
ム
、
三
j
五
人
が

市

国民自

適
当
で
す
。

(
た
だ
し
、
小
学
生
だ

け
の
チ

l
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
)

ハ
ガ
キ
に
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、

一T
3
8
6
1
1
3

上
田

市
大
字
中
野
二

O

塩
田
公
民
館
内

第
一
回
塩
田
ウ
オ

|
ク
・
ラ
リ
ー
あ

て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
日
・
:
十
月
三
十
一
日
幽

参
加
費
・
:
一
チ

l
ム
・
千
五
百
円
(
傷

害
保
険
料
含
む
)
、
当
日
受
付
に
持
参

そ
の
他
:
・
不
明
な
点
は
、
塩
田
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ

l
ク
・
ラ
リ
ー
と
は

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一

種
で
、
交
差
点
や
分
岐
点
だ
け
の
コ
ー

ス
図
を
頼
り
に
、
コ
ー
ス
を
歩
く
ラ
リ

ー
・
ゲ
ー
ム
で
す
。

コ
ン
パ
ス
を
必
要

と
す
る
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
と
違
い
、

用
具
を
使
わ
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

ゲ
ー
ム
の
進
め
方

当
日
、
渡
さ
れ
た
コ
ー
ス
図
を
参
考

に
し
て
歩
き
ま
す
。
途
中
、
チ
エ

y
ク

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
課
題
が

与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
コ
ー
ス
が
違

っ
て
い
な
い
か
確
認
も
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
い
、

ゴ
ー
ル
に
入
っ
た
時
、
標
準
時
間
(
主

催
者
側
が
、
あ
ら
か
・
じ
め
決
め
て
お
く
)

に
一
番
近
い
チ
ー
ム
か
ら
順
に
、
得
点

が
与
、
子
り
れ
ま
す
。

〈収税課1

今兵

と国F

税重

ょうこ

今月。

一投票に総参加しよう=愛の献血にご協力を

今年最後の日曜広場に愛の献血

車がきます。皆さんの心温まるご

協力をお願いします。

、~ 10月26日(目)は長野県知事選挙

投票におでかけの際は入場券をお忘れな く。

投票時間は午前 7時から午後6時まで。(ただし、

須川・畑山・長入・岩清水・野倉の各投票所は午後

4時まで)

き".10月26日(日)

午前10時~正午

午後 1時30分 -3時30分

付・・・海野町会館前

と総 力、3

受



だ 昭和55年10月16日一一一一一ω-

実
務
能
力
開
発
講
座
の

受
講
生
を
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

と
お
り
実
務
能
力
開
発
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

①
l
E
コ
l
ス
(
生
産
管
理
)

内
容
・
:
生
産
の
し
く
み
、
工
程
分
析

な
ど
か
ら
生
産
性
を
最
大
限
に
追
求

す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

開
講
日
・
:
十
一
月
四
白
川
午
後
六
時

時
間
と
回
数
・
・
・
毎
週
火
曜
日
午
後
六
時

か
ら
九
時
、
七
回
で
修
了

つ
募
集
人
員
・
:
三
十
名
(
定
員
に
な
り
次

報

第

締

め

切

り

ま

す

)

広
②
M
G
コ
l
ス
(
経
営
実
践
訓
練
)

一
内
容
;
・
経
営
の
し
く
み
、
経
営
分
析

一
な
ど
か
ら
業
績
の
評
価
、
コ
ス
ト
ダ

引
刑
ウ
ン
の
推
進
に
計
数
管
理
に
基
づ
い

銘
た
的
確
な
判
断
と
意
志
決
定
を
実
践

問
問
的
に
習
得
す
る
。

附
則
開
講
日
:
・
十
一
月
八
日
出
午
後
一
時

J
1

時
間
と
回
数
・
:
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時

一
か
ら
四
時
三
十
分
、
七
回
で
終
了

一
募
集
人
員
・
:
十
八
名
(
定
員
に
な
り
次

号

第

締

め

切

り

ま

す

)。

〈
受
嘩
開
制
約

v
l四
千
五
百
円
(
ほ
か
テ

キ
ス
ト
代
実
費
)

〈

岨

冊

輔

副

W
V

H
H
叫
枇

t
zp叫
酬
明
叫
叩
叫
叩
指
九
品
川
巨
ヌ

えー第 825

沖

平

吉

さ

ん

〈
場
所
・
申
込
先
〉

1
上
小
高
等
職
業

訓
練
校

一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑮
0
9
9
8
・
⑫
8
5
1
7

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
生
活
教
室
と
し
て
、
既
製
版

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
大

勢
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
十
月
三
十

一
日
樹
午
後
一
時

か
ら
三
時

と
ニ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
教

室
講
演
会
テ

l
マ
:
・
「
既
製
服
の
選
び
方
」

講
師
・
:
通
産
省
桐
生
繊
維
製
品
検
査

所
長
上
野
毎
夫
さ
ん

電
波
障
害
の
無
料
相
談
所

大
き
な
建
物
が
建
た
り
テ
レ
ビ
の
う

つ
り
が
悪
く
な
っ
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
る
な
ど
の
電
波
障
害
で

お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
無
料
相
談
所

を
聞
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

と

き

・
十
月
二
十
二
日
附
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
:
・
イ
卜
|
ヨ
|
カ
ド
|
前

相
談
員
・

:
N
H
K
、
電
波
監
理
局
の
専

門
の
方
が
相
談
に
応
じ
、
当
日
調
査

を
し
、
解
決
い
た
し
ま
す
。

緑
化
木
の
即
売
会

営
林
署
で
育
て
た
株
化
木
苗
木
の
即

売
会
を
、
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
や
職
場
の
緑
化
に
活
用
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
十
月
十
九
日
仙
、

二
十
二
日

閥
、
二
十
六
日
附
の
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時

と
こ
ろ
:
東
部
町
大
字
和
上
国
営
林

箸
和
紘
化
心
事
業
所

※
十
月
二
十
三
日
か
ら
十
一
月
二
十
日

ま
で
の
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
も
、
ご

入
用
の
方
に
は
お
売
り
し
ま
す
。

家
内
労
働
法
を
守
ろ
う

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然

ι人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

、「J
U一

、
委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
家

内
労
働
者
に
交
付
し
、
納
入
さ
せ
る

物
口
聞
の
数
量
や
工
貨
の
単
価
な
ど
を

委
託
の
つ
ど
記
入
し
な
け
れ
ば
な
リ

ま
せ
ん
。

二
、
工
貨
は
、
現
金
で
そ
の
全
額
を
一

か
月
以
内
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

三
、
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
の
仕
ギ

に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

山
、
長
時
間
枕
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
委
託
は
や
め
ま
し
ょ
う

丘
、
委
託
を
や
め
る
場
合
は
、
早
期
に

そ
れ
を
予
告
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
家
内
労
働
法
地
行
十
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
家
内
労
働
法
は
、
家

内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
と
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

委
託
者
が
守
る
べ
き
事
項
を
決
め
て
い

ま
す
。
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
委
r

訪
者

の
皆
さ
ん
は
家
内
労
働
法
を
守
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん

も
同
法
の
内
容
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

電
報
電
話
局
か
ら

お
知
ら
せ

上
国
電
報
電
話
局

宮
⑫
4
0
0
0
(
無
料

紋
近
コ
ー
ド
な
し
屯
話
や
自
動
着
信

転
送
機
(
商
品
名
チ
ェ
ン
ジ
ホ
ン
)
な

ど
の
屯
，凶
機
器
が
版
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
公
社
の
認
定
商
品
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
す
る
場
合
は
、
購

入
拡
に
必
ず
電
話
局
へ
照
会
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
電
々
公
社
職
員
と
い
つ

わ
っ
て
消
毒
器
(
受
品
機
マ
ス
ク
)
を

版
允
し
て
い
る
業
者
が
あ
り
ま
す
が、

公
社
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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